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寒冷地社会の変化と
ウェルビーイング
北極海に面する北米、北欧、シベリア（ロシア）など、
北極域に暮らしてきた先住民の社会は、
気候変動と経済のグローバル化の影響を強く受け、
急激な変化に晒され続けている。

伝統的生業や生活文化の変容を見つめ、
先住民のアイデンティティと尊厳のゆくえ、
環境問題、食の主権、精神保健、記憶の継承など、
北極域の地域社会が直面している課題を明らかにする。
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姉妹本

極寒のシベリアに生きる
─トナカイと氷と先住民
高倉浩樹 編

寒冷地の社会と暮らし
地球温暖化の影響を最も受けやすいといわれる北極圏。
その極北の地に人類はいつから進出し、
厳しい自然環境の中を生き抜いてきたのだろうか。
寒冷環境に適応してきた人びとの歴史と文化、
暮らしと社会の仕組みを見つめる。
歴史、民族、言語、宗教、生態学、気候学、交通まで、
文系・理系の研究成果を 
わかりやすく概説したシベリア入門。


